
丸紅グループ全体の決算をつかさどる

経理部。実際にどのような業務を担って

いるのか、決算がつくられるプロセスと

各課の役割をご紹介します。

　決算前に案件ごとの適切な会計処理を検討・整
理します。単体決算が確定すると、事業会社の決
算データを連結決算システムに取り込み、IFRSに
よる開示のための処理を行った上で、連結計数決
算が確定します。セグメント管理課では、会計処理
の統制や決算データチェック、進捗管理等を通し
て各営業本部の連結計数確定をサポートするとと
もに、全社計数の取りまとめを行っています。

●セグメント管理課
　サプライズのない決算を行う事前準備として、
四半期決算の実績見込み集計や、減損等の一
過性損失の発生懸念案件に関する情報収集や
影響調査、関係者との協議を行います。単体/連
結決算においては、投資や固定資産、引当や減
損等に関わる伝票計上を行います。また、四半
期決算を踏まえて当期業績/翌期業績見通しを
集計して経営に上程します。

　稟議・決裁申請の対応
業務を通じ、検討中の取
引が決算に反映された場
合の影響検討を行ってい
ます。また、諸規程等の管
理に加え、研修や部内総
務など経理部員が円滑に
働くための環境づくりも
担当しています。

　主に連結決算システム
（DivaSystem）の管理および運
用サポートを担当しています。
　事業会社のデータ収集や連
結計数作成・分析を効率的に
行えるよう、システムの安定稼
働・パフォーマンス改善に向け
た取り組みを通じて決算をイ
ンフラ面から支えています。

　主に2024年度から日本で
も導入される新たな国際課
税ルール（国際最低課税制
度）への丸紅グループの対応
等を検討するために新設さ
れた課です。その他に、米国
税制や移転価格税制といった
国際課税分野に特化した業
務に従事しています。

●予算管理課
　決算を確定させた後、「今期の業績や財政状態は
どうだったのか」「今後の業績をどのように見通して
いるのか」について、株主や投資家の皆さまに向け
ての開示資料を作成し、経営会議や取締役会の承
認を経て公表します。分かりやすく透明性の高い開
示を行うため、多くの社内関係部とやり取りの上、仕
上げていきます。最後に、株主総会を経て有価証券
報告書を提出し、完了です。全社一丸となり、一つの
作品を作り上げるような気持ちで対応しています。

●決算総括課

　決算の当期純利益を基に、税務特有の調整や軽課税
国に所在する出資先の所得合算等を行い、税務上の所
得を計算して確定申告を行います。調整は税法にのっ
とって行う必要があるため最も神経を使う場面であり、
正しい申告を行えるよう、日々案件相談や質問を受けた
り、情報提供をお願いしたりしています。また、丸紅はグ
ループ通算制度を適用しており、本社と115社の通算子
会社とともに連結べースで申告を行っているため、子会
社の皆さんのご協力も不可欠です。その他、四半期ごと
に申告が必要な消費税については丸紅が扱う金額も大
きく、2023年秋にはインボイス制度の導入も控えてい
るなど、法人税と並んで重要な税目となっています。

●国内税務課／国際税務課

●企画課

• 個別案件検討
• 決算スケジュール
　策定
• システム準備

●会計システム課 ●税務プロジェクト課

事前準備

• 営業部決算データ
　の取り込み
• 期末決算仕訳
　（評価損等）
• 計数分析

単体決算

• 事業会社財務諸表
　の取り込み
• IFRS調整／連結調
　整仕訳
• 計数分析

連結決算 決算公表

税務申告

• 当期業績／翌期業績見通し
• IR関連資料
• 経営会議／取締役会
• 記者会見・投資家向け説明会

• 法人税申告（グループ納税）
• 消費税申告
• 地方税申告　等

• 四半期報告書／有価証券報告書
• 計算書類

開示書類作成

決算ができるまで
～丸紅 経理部8課の役割～
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企画課

谷 智之さん

決算総括課

長谷川 楼奈さん

セグメント管理課

片岡 卓也さん

国内税務課

松本 拓郎さん

予算管理課

荒井 ひかりさん

税務プロジェクト課

大渕 彰規さん

会計システム課

深嶋 重光さん

国際税務課

中野 聡さん

　決算前に主要な論点を検討し、部内
や各営業経理との綿密なコミュニケー
ションを図ることで、タイトなスケ
ジュールでも安定した決算運営を実現
できるように心がけています。セグメン
ト管理課では若手のうちから多くの業
務を任せてもらえるため、日々業務に
追われることもありますが非常にやり
がいのある環境だと感じています。

“税務”の仕事は、適切な税務申告および税
務コンプライアンスの遵守等、企業の信頼性
と透明性の向上につながるものとして非常
に重要です。また、税務戦略の立案や正しい
税務処理の提案には専門知識や各種税法の
正確な理解が求められます。学ぶことの多い
日々ですが、専門性を高めることは社会人と
しての自分の個性を磨くことにもつながり、
非常にやりがいのある仕事だと感じています。

　業務では引当・保
証と投資の会計分野
を担当し、決算業務
や個別案件の会計処
理の検討をしていま
す。会計基準を基に
あるべき考え方・処理を検討する中で、知識と経験
が増えていき、検討の幅が広がっていくことがとて
も面白くやりがいを感じています。会計分野は幅広
く研鑽の日々ですが、「自分が納得するまでやる」こ
とを大切にしています。仕事に対し真 に責任感
を持って取り組み、周囲の方々の力を借りながら業
務を遂行しています。

　国際税務課では海外各国の税務や本邦税務における国際税務（タック
スヘイブン税制等）に関する対応をしています。国際税務は各国でルール
が多種多様かつ難解なものも多いので、業務を通じ多くの勉強が必要で
すが、常に“なぜこうなる？”という視点を持ち、悩み考えながら論点を解決
していくことが大切だと考えています。また、キャッシュに直結する論点も多
いことから、緊張感もさることながら非常に高いやりがいを感じる業務です。

　丸紅の国際税務関連の業務において、2024年度
から適用予定の国際最低課税制度や、米国におけ
る税務戦略等の企画、立案を担当しています。業務
においては、世界各国の最新の税法や動向をフォ
ローし、丸紅グループとしての対応の検討が必要と
なります。従って、常に学び続けることが求められま
すが、変化に対応しながらも新たな課題に挑戦する
機会があり、それを楽しむことを大切にしています。

　丸紅グループの連結決算システムであるDivaSystemの保守・運用
を担当しています。システムは安定稼働が大前提なので問題が無い
順調な時ほど自分のやってきた成果が見えにくいのですが、グループ
の連結決算を土台から支えるという使命感をもって日々対応していま
す。また、DivaSystem導入後初のバージョンアップを進めており、毎
日新しい経験とやりがいを感じながらプロジェクトに参加しています。

　タイトな日程で決算計数を固め、各
種開示書類を作成する必要がある決
算期には「チームで働いている」とい
う意識を強く持ち、周囲の状況の把握
とスピード感のある対応を心がけて
います。決算総括課では若手にも裁
量の大きい仕事を任せていただいて
いるため、壁にぶつかることも多々あ
りますが、周囲の方々の力を借りなが
ら一つ一つ着実に問題を解決してい
くところにやりがいを感じています。

　当課業務のうち、主に稟議・決
裁申請対応を担当しています。
会計・税務面での検討にあたっ
ては、細かい条件が経理処理に
大きく影響することがあるため、
関連するすべての事実と状況を
考慮すべく前提把握に細心の注
意を払っています。また、それら
の詳細把握のために営業の
方々にご協力いただいたり、論
点整理のために関係各課と協働
したり、と関係者との連携も非常
に重要と考えています。

経理部員8名に
仕事への想いを聞きました

会計・税務のプロフェッショナルたちは普段どんな思いを
持って業務に取り組んでいるのでしょうか。業務の中で
感じるやりがいや大切にしていることを聞きました。
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